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演題名 ウイルスによる腸管系感染症 

学会等名 福井県臨床検査技師会研修会 
発表者名 中村 雅子 （保健衛生部） 

開催場所 福井循環器病院 ２階 榊原記念ホール 

日 時 平成２３年７月３０日 

内 容 ①発生状況 
胃腸炎を起こすウイルスには、ノロウイルス・ロタウイルス・サポウイ

ルス・腸管系アデノウイルスなどがある。このうち集団発生を起こすのは

ほとんどがノロウイルスである。ノロウイルスは汚染されたカキ等の二枚

貝により食中毒が起こり、ヒト－ヒト感染も引き起こされる。 
②検査法 
ノロウイルス・サポウイルスは分離培養が確立されていないので、電子

顕微鏡法・遺伝子検査法（PCR 法、リアルタイム PCR 法）・EIA 法・イ
ムノクロマト法などにより検出する。 
当センターではリアルタイム PCR 法による検出を行っている。ノロウ

イルスは GⅠ/1～14、GⅡ/1～21と多くの遺伝子型があり、流行株が変遷
している。平成 22年度は GⅡ/2、GⅡ/3、GⅡ/4などが多く検出された。 
③予防法 
ノロウイルスは、少ないウイルス量で感染が成立する、感染者は長期に

渡ってウイルスを排泄する、非発症者でもウイルスを出していることがあ

る、環境中で安定である、多くの型があるなどのことから感染防止が容易

ではない。正しい手洗いや汚染物（糞便や吐物）の正しい処理が重要であ

る。加熱は煮沸(100℃) が望ましいが、 85℃なら 1分以上、消毒は次亜塩
素酸を適正な濃度で使用する。    

 
 




